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1. はじめに 

近年では，物体検出の技術が急速に進歩し，身近な

所では，スマートフォンのカメラや，自動運転での歩行

者検出など，さまざまな分野に応用され，非常に重要な

技術となっている．また，現在新型コロナウイルスが流

行している影響で，感染予防のためのマスク着用の重

要性が訴えられている．そこで本研究では，物体認識

や距離推定などの AI ベースの画像処理を行うことが可

能な OpenCV AI KIT : OAK-D を用いてカメラに映っ

た人がマスクを着けているかいないかを判別する． 

2. OpenCV AI KIT(OAK) 
OpenCV AI KIT(OAK)は，OpenCV のコンピュータ

ビジョン開発キットで，コンピュータービジョン用ハードウ

ェアと API ソフトウェアで構成されるキットである．本研

究では，図 1 に示す｢OAK-D｣というハードウェアを用い

る[1]． 

 
図 1．OAK-D の外観 

3. 物体検出アルゴリズム 

物 体 検 出 ア ル ゴ リ ズ ム に MobileNet-SSD と

tinyYOLOv4 を用いて，精度の比較を行った. 

3.1 MobileNet-SSD 

CNN ベースの物体検出アルゴリズムの一つであ

る SSD に，MobileNetという CNNが持つ軽量化の
効果を取り入れたものが MobileNet-SSD であ

る.OpenCV AI KITを用いた物体検出のサンプルの
一つとして MobileNet-SSD を用いたマスク検出の
学習済みモデルが用意されていたため，検出にはこ

れを用いた[2]. 
3.2 YOLOtinyv4 

YOLOは CNNベースの物体検出アルゴリズムの
一つである.精度では通常の YOLOv4 に劣るが，リアル

タイム性に優れたより軽量なモデルが YOLOtinyv4 で

ある.本研究では YOLOtinyv4 を用いた車両検出モデ

ルの学習方法に沿ってマスク検出モデルを作成し，検

出に用いた[3]. 
 

4. 検出結果 

4.1 MobileNet-SSD の検出結果 

図 2 に示すように，マスク着用時，非着用時ともに識

別されていることがわかる．しかし，それぞれの信頼度

はマスク着用時には約 55%，非着用時には約 62%という

結果になり，精度があまり高くないことがわかる． 

      
  (a) マスク着用時    (b)マスク非着用時 

図 2. MobileNet-SSD の検出結果 

4.2 YOLOtinyv4 の検出結果 

図 3 に示すように，マスク着用時，非着用時ともに識

別されていることがわかる．そして，それぞれの信頼度も

マスク着用時には約 99%，非着用時には約 98%という結

果になり，高い精度で識別できていることがわかる. 

         
(a) マスク着用時     (b)マスク非着用時 

図 3. YOLOtinyv4 の検出結果 

5. 今後の課題 

YOLOを用いて高い精度でマスクをしているか否かを

判別する事はできたが，腕や紙などで顔の下半分を隠

しただけでもマスクをしていると判別するため，簡単に

AI を欺くことができる.今後はこれの対策を行ないたい. 
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